
産業廃棄物処理の委託契約について

★ ポイント ★

 ⑴ 排出者の責務であることを認識する ⑵ 委託契約は書面で行わなければならない

 ⑶ 二者間（排出事業者と収集運搬業者、排出事業者と処分業者）での契約が原則

 ⑷ 廃掃法で定められた内容を盛り込まなければならない（次ページ参照）

 ⑸ 処理業者が有する許可証の写しを添付



契約書の内容について

委託契約書に、以下の内容、添付書類が必要となります。

① 委託する産業廃棄物の種類及び数量

② 運搬の最終目的地（運搬契約）

③ 処分（再生）の場所の所在地、方法、施設の処理能力（処分契約）

④ 輸入された廃棄物であるときはその旨（処分契約）

⑤ 最終処分の場所の所在地、方法、施設の処理能力（処分契約）

⑥ その他環境省令で定める事項

ア 委託契約の有効期間

イ 料金

ウ 事業の範囲

エ 積替保管を行う場所の所在地、保管できる産業廃棄物の種類、保管上限

オ 適正な処理のために必要な情報、その情報に変更があった場合の伝達方法

カ 業務終了時の委託者への報告に関する事項

キ 契約を解除した場合の処理されない産業廃棄物の取扱い

⑦ 許可証の写し等

右図のような、必要事項が記載された契約書を使用し、

契約を交わす両者間での認識の違いがないよう、WDS（廃棄物データシート）も

活用して、契約を交わしていただくようお願いいたします。

契約書 １

契約書 ２ WDS


